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予測可能性は、ビジネスのあらゆる分野でメリットをもたらし、それが

すべての人の利益につながります。まったく秩序のない環境で組織が成

長することはほとんどありません。ソフトウェア開発には、このことが

特に当てはまります。あるプロジェクトのために雇用された新しい開発

者が、自分たちが何をするのか、それをどのようにして行うのか、作業

についての情報をどこで得たらよいのかまったくわからない、という状

況を想像してください。通常、この問題を解決するには、仕事のコツを

覚えるために、別の開発者と共に数日間作業します。ただし、これは決

して最善の方法ではありません。 

 

プロジェクトに追加のリソースを割り当てたり、それらのリソースを要

求したりする場合についてはどうでしょうか。リソースの割り当て先や、

そのリソースに必要な専門知識がはっきりしていなければ、単に追加の

リソースが与えられてもプロジェクトの役には立ちません。現在の状況

に加えて、開発のあらゆる傾向を理解することによって、あらかじめ計

画を立て、潜在的な問題を回避できます。 

 

予測可能性の主なメリットは、予期しない問題を回避できることです。

開発チームが徹夜で作業し、そのまま出荷前の最後の数週間に突入する

ことは非常によくあります。これは、やるべき仕事がどれぐらい残って

いるかを認識できなかったことが原因です。一般に、ソフトウェアを予

定どおりに完成させるには多くの努力が必要であり、また、ほぼどんな

場合でも、高い品質を維持することに苦労します。Microsoft ® Visual 

Studio ® Team System 2008 を使用すると、関係者間のコラボレーシ

ョンが促進されるだけでなく、予期しない問題も回避できます。また、

Team System をコミュニケーションの拠点として使用することによっ

て、すべてのメンバが問題を認識できます。 

 

Team System によって、一貫性のある予測可能なプロセスが提供され、

開発チームに成功がもたらされます。また、Team System では、開発

プロジェクトの傾向も提供されるので、チームはリソースに集中し、他

の方法では表面化しない可能性のあるリスクを能動的に (前もって) 管

理できます。一歩離れたところから、プロジェクトの詳細を簡単にはっ

きりと確認できなければ、多くの問題が見過ごされてしまいますが、

Team System を使用すれば、そのような状況を回避できます。ソフト

はじめに 
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ウェア開発プロセスに予測可能性が加わると、ソフトウェア開発にかか

るコストが軽減され、投資収益率が向上します。  
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多くの企業は、"プロセス" と言えば、皆が厳密に従わなくてはならない

一枚岩的な構造のことだと無意識のうちに考えてしまいます。そしてこ

れはあらゆる点で問題となり、このような考えを持たない場合に比べて、

多くのプロジェクトの失敗につながります。"プロセス" が非常に多くの

書類作成作業を伴うように (あたかもソフトウェアがおまけであるかの

ごとく) なる前であれば、このような考え方は奇妙であると思ったかも

しれません。これらの書類には、どのような方法で作業するのか、ソフ

トウェア開発ライフサイクルの手順はどのようなものであるか、自分に

どのような責任があるのか、だれに報告を行うのか、何に対して責任が

あるのか、どのような作業を行ったか、その作業にどれぐらいの時間が

かかったか、などが記入されます。  

 

既に述べたように、新しく人を雇用するのは大変な作業です。企業は、

多くの時間と費用を費やして、新しく雇用したそのメンバが作業内容を

完全に把握できるようにしますが、生産的に作業できるようになるまで

には数週間かかる場合があります。Team System で提供されるプロセ

ス テンプレートを使用すると、このような問題を解決できます。簡単に

言うと、プロセス テンプレートには開発チームに関係のあるドキュメン

トが含まれています。既定のプロセス テンプレートには、役割、責任、

ドキュメント テンプレートの一覧、チーム ポータルと呼ばれる構成済

みの Microsoft ® SharePoint ® サイト、および標準的なレポートが含ま

れています。これらのテンプレートは、他のドキュメント、リンク、お

よびカスタム構成に追加することによってカスタマイズできます。開発

者がやってきて、何をすればよいのかを質問してきた場合は、開発者が

知っておく必要がある情報が 1 か所ですべて提供されるチーム ポータ

ルを参照するよう指示できます。  

 

そのうえ、プロセス テンプレートを使用すると、開発プロセスを開発チ

ームの日常的な活動に統合できるので、開発プロセスがチームにしっか

りと根付きます。作業項目 (情報を記録してプロジェクトの進捗を管理

するためのフォーム) は、プロセス テンプレートの一部として統合され

ており、開発者が開発チーム内の他の開発者と連携、意思疎通、および

共同作業を行う際に必要となる情報を含んでいます。必要な情報を記録

するように作業項目をカスタマイズすると、独自のプロセスをより適切

に強化できます。  

プロセス 
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同じ組織に所属していても、多くのプロジェクト チームは別々に作業し

ます。チームでは、プロジェクトごとに若干異なるプロセスを使用して

ソフトウェア開発を行います。Team  System では、すべてのメンバが

まったく同じプロセスを使用する必要はありませんが、同じツールを使

用できます。チーム メンバは、各 Team System プロジェクトをカス

タマイズして、プロジェクト チームに必要であると思われるプロセスの

みを使用できます。これにより、多くの不要な作業や、開発者が新しい

プロジェクトに移ったときの再教育を省くことができます。 

 

Team System では、チームが作業を開始するのに役立つ、2 種類の組

み込みのプロセス テンプレートが提供されます。これらは、Microso ft 

Solutions Framework (MSF) for CMMI Process Improvement と 

MSF for Agile Software Development です。どちらのテンプレートも、

プロセスをまったく使用したことがない、またはあまり使用したことが

ないチームにとって役立ちます。さらに成熟したチームには、チームの

特定の要件を満たすようにプロセスを迅速にカスタマイズできるプラッ

トフォームが、プロセス テンプレートによって提供されます。これらの

テンプレートについて、以下のセクションで説明します。 

MSF for CMMI Process Improvement 4.2 

CMMI/PI テンプレートはソフトウェア工学研究所の能力成熟度モデル 

(SEI -CMM) で、CMMI レベル 3 を満たすのに必要なプロセスを提供す

るテンプレートとして認定されました。 

これは実質的に、Microsoft Solutions Framework for CMMI Process 

をプロセス テンプレートと組み合わせて使用すると、ソフトウェア開発

向けの標準的かつ反復可能なプロセスが提供されることを意味します。 

MSF for Agile Software Development 4.2 

この Agile テンプレートは、CMMI/PI テンプレートと比較して状態や

作業項目が単純化された軽量のテンプレートです。"アジャイル" という

言葉は、敏捷性の高いチームによって使用されるテンプレートだけでな

く、そういったチームに適用されるプロセスにも使用されます。このプ

ロセスでは、単体テスト、頻繁なビルド、および短い期間のイテレーシ

ョン (これらはすべてアジャイルなプロセスの特徴です) に重点が置か
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れます。アジャイルなプロセスを使用すると、チームはさらにすばやく

変更に対応し、品質を最優先できます。 

Agile テンプレートと CMMI テンプレートの相違点 

CMMI/PI テンプレートでは、Agile テンプレートにはないさまざまな機

能が提供されます。このテンプレートでは、すべての新しい作業項目の

初期状態である、"提案済み" 状態が提供されます。また、Agile テンプ

レートで提供されるレポートに加えて、いくつかのレポートが提供され

ます。さらに、CMMI/PI テンプレートでは [変更要求] 作業項目が提供

されるので、Team System を変更管理ツールとして使用できます。  

 

2 つのテンプレート間では、各作業項目によって収集される情報にも多

少の違いがあります。また、CMMI/PI テンプレートでは、要件を収集す

るために [シナリオ] 作業項目ではなく [必要条件] 作業項目が使用され

ます。その理由は、敏捷性の高い開発では、本格的なプロジェクトで一

般に使用される詳細なドキュメントよりもユーザーの大まかな要求が使

用されるからです。ただし、Team System では、使用するテンプレー

トにかかわらず、変更管理ツールとしての機能が提供されます。 
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プロジェクトで問題が発生していると感じたことはあるでしょうか。お

そらくこれに該当するのは、作業の完了が予定よりも遅れている場合や、

顧客が受け取ったソフトウェアに満足していない場合などです。多くの

問題は、ソフトウェア開発プロセスの進行中に具体的になります。リソ

ースを追加することによって、こういった問題を解決できる場合があり

ます。ただし、どのような種類のリソースを要求すればよいでしょうか。

開発者やテスタを増やすことが必要になる場合もあれば、ユーザーをプ

ロセスに参加させやすくしたり、ビルドをより高速に実行できるコンピ

ュータを導入したりする必要が生じる場合もあります。また、チームで

作成したコードを個人の開発者に監査してもらう必要があるかもしれま

せん。多くのチームはリソースに関する問題を抱えており、その問題を

解決するための効果的な方法を把握していません。Team System は、

リソースが必要になる状況やタイミングを予測するのに役立ちます。 

 

このような場合、Team System のレポートによって、開発プロセスに

非常に優れた効果がもたらされます。たとえば、開発者がコードをすば

やく記述できても、品質保証作業でのコード レビューの速度が十分でな

い場合があります。どうすればこの問題に気付くことができるでしょう

か。Team System がその望みをかなえます。[残存作業] レポートを実

行すると、現在開発中である作業の量、テストを行うことができる作業

の量、およびテストが完了した作業の量をすぐに確認できます (図 1)。  

リソース 
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図 1. [残存作業] レポート 

このレポートは、開発者やテスタを増やす必要があるかどうかを判断す

るのに役立ちます。完了せずに残っている項目の数 (図 1 の赤い領域) 

が減少していない場合は、テスタよりも開発者を増やす必要があります。

残っている項目の数が減り、(図 1 の黄色い領域で示されているように) 

テストする項目の数が増加している場合は、テスタを増やす必要があり

ます。これは、Team System のレポートによってチームの作業効率が

どのように向上するかを簡単にわかりやすく示した例です。  

 

さらに複雑な状況について考えてみましょう。たとえば、要件が完成し

ないことが原因で、開発チームに作業が提供されないとします。最適な

環境でユーザーが開発チームと共に作業する時間を確保することは困難

ですが、ユーザーがボトルネックであることを証明するのはほぼ不可能

です。Team System のレポートを組み合わせて使用すると、完成した

要件の数だけでなく、プロジェクトの全体的な要件の数とそれらがどの

段階にあるかを確認できます。こういった単純な測定基準を使用するこ

とによって、情報を収集する作業にチームが時間を費やすことなく、要

件を正確に把握できます。 
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Team System では、あらかじめビルドされた独自のレポート ツールが

提供されており、チームはこれらを使用して、これまでにプロジェクト

を頓挫させてきた典型的な問題の多くを回避できます。多くのチームは、

リリース日が近付いたときに、終わらせなくてはならない作業の量の多

さに不意を突かれます。予算がカットされ、リリース日が延期され、ス

コープが拡大し、開発者の数が少なく見積もられ、その他にも土壇場の

混乱を引き起こす問題が発生します。実際に、ほとんどの開発チームは、

徹夜したり週末に働いたりして、リリース直前にソフトウェアを完成さ

せます。通常、チームは "保守作業時に修正する" という注意付きでプ

ロジェクトを提供します。一般に、チームはこのように不意を突かれる

べきではありません。問題が発生しているかどうかは、さまざまな指標

から判断できます。Team System を使用すると、障害を取り除くのに

役立つ共同作業環境が提供されるので、効率的に問題を解決できます。 

 

ソフトウェア開発において、土壇場で大騒ぎするこの種の作業方法は、

顧客が不満を抱き、開発者が混乱し、ソフトウェアの品質が低下する原

因となります。また、このシナリオを基に、ソフトウェア開発に関する

興味深い "規則" が生まれました。それは、開発費用の 75% が保守作業 

(事業の継続) に使用され、25% が新しい開発に使用されるというもの

です。理想的なのは、75% を新しい開発に使用し、25% を保守作業に

使用するという逆の状況です。"保守作業時に修正する" という手法は、

この不均衡が存在する原因の 1 つですが、この状況を変えることは可能

です。 

 

ソフトウェア開発におけるもう 1 つの一般的な問題は、スコープの変更

です。開発者は皆、これが原因でプロジェクトが大失敗する状況を経験

したり目にしたことがあります。多くのチームは、プロジェクトのスコ

ープの拡大が原因で問題が発生したことにも気付いていないかもしれま

せん。気付いたとしても、多くのチームはこのスコープの変更を数値化

できませんでした。Team System では、[計画していなかった作業] レ

ポートが提供されます。ユーザーは、このレポートを使用して、スコー

プの変更内容と、その変更がリリースのスケジュールに与える影響を確

認できます (図 2 参照)。  

予期しない問題の回避 
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図 2. [計画していなかった作業] レポート 

チームでは、この情報を使用して、問題についてユーザーと話し合い、

スコープの変更を最小限に抑えたり、適切に管理したりできます。 

 

この変更が開発スケジュールに与える影響を理解することは重要ですが、

通常は、問題に適切に対処できるだけの情報が提供されません。ただし、

既に測定基準が提供されており、予測を少し変更するだけであれば、問

題について学習するために何日も費やすことなく、十分な情報に基づい

てその影響を理解できます。先ほど説明した [計画していなかった作業] 

レポートがその典型的な例です。もう 1 つの例は [残存作業] レポート

です。このレポートを使用すると、残っている作業の量を確認できるだ

けでなく、傾向を把握したり予測を立てたりできます。また、特定の判

断によって生じる影響を経営陣に知らせることもできます。 

 

Team System では [品質指標] レポートも提供されます。このレポー

トを使用すると、コードの品質に関連する情報を確認できます。ユーザ

ーは、多くのバグやその他の問題が存在する状態でコードがリリースさ

れることを好みません。単体テストを実装してコードから指標を収集す

ることによって、残っているバグの数、失敗 (および成功) したテスト

の数、コード カバレッジなどの詳細な情報を得ることができます。  
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図 3. [品質指標] レポート 

図 3 は、注意が必要な傾向を示しています。成功したテストの数とコー

ド カバレッジが減少し、コード チャーンが増加しています。これは、

チームが考えていたよりも修正するバグの規模が大きく、バグの修正が

完了するまでに多くの時間を費やしていることを示しています。つまり、

このレポートは問題を明確に指摘しているわけではありませんが、異常

が発生している可能性を示しています。チームは、得られた情報から問

題の原因を認識できるので、より大規模な問題が発生しても、それに驚

くことなく対処できます。 

 

このレポートを使用すると、リリース日まで、およびそれ以降に発生す

る可能性がある問題を把握できます。また、保守作業や新しい作業の予

算を判断することもできます。さらに、アプリケーションの初期リリー

スの品質と完成度に対する顧客の期待値を設定することもできます。 
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ソフトウェア プロジェクトの見積もりを行うことは、その性質から考え

て、困難な作業です。簡単な作業になることは決してありません。ソフ

トウェア プロジェクトの見積もりを行う方法は数多くあります。ソフト

ウェア見積もりの専門家は、1 つのプロジェクトに対してさまざまな技

法を使用し、複数の見積もりの収束点を探すことによって、その見積も

りが適切であるかどうかを判断することを推奨しています。ソフトウェ

ア プロジェクトの見積もりに最適な技法の 1 つは、履歴データを使用

することです。Steve McConnell の著書『ソフトウェア見積り―人月の

暗黙知を解き明かす』(日経 BP ソフトプレス、2006 年) によると、履

歴を使用してプロジェクトの見積もりを行った場合、それほど見積もり

と異なる結果は生じません。これは、履歴情報を使用する理由として、

非常に説得力があります。ただし、ほとんどの組織では作業履歴が効果

的に管理されていません。  

 

Team System では、過去のプロジェクトの結果に基づいて、将来のプ

ロジェクトの見積もりに必要な情報を簡単に記録できます。Team 

System の作業項目を使用すると、コードの行数、作業が完了するまで

の時間、およびその他の役立つ情報を記録できます。このように、組織

は自社のデータを使用して将来の作業を見積もることができます。履歴

情報を使用すると、政治情勢や組織に固有の状況を考慮に入れることも

できます。完了するプロジェクトの数が増えるたびに、見積もり能力が

向上します。Team System データ ウェアハウスからデータを抽出して

分析することによって、組織は見積もり能力を強化し、コストをより効

果的に制御できるようになります。 

見積もり 
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Team Syst em では、プロセスが開発者の作業 (つまり、ソフトウェア

の構築) の妨げになることはありません。Team System の操作は単純

です。簡単な手順がいくつか追加されますが、これは長い目で見ると、

時間の節約につながります。単純で使いやすく、チーム メンバが従いや

すいプロセスは、すべての企業が必要としているもの、つまりプロセス

の強化をもたらします。プロセスを強化するには、そのプロセスについ

て理解する必要があります。開発チームがプロセスを使用するまでは、

何を改善する必要があるかを把握することはできません。Team 

System は組織の環境に合わせて機能するので、少ない作業量でより優

れたプロセスを作成できます。 

まとめ 



 

 ホワイト ペーパー : Visual Studio Team System 2008 を使用した予測可能性の向上  13  

Jeff Levinson は、Team System と開発プロセスの強化を専門に扱う 

Northwest Cadence 社で、アプリケーション ライフサイクル管理部門

の主任を務めています。  

Jeff の連絡先は Jeff.Levinson@nwcadence.com  (英語のみ) です。 

  

 

このホワイト ペーパーは A23 Consulting と共同で作成されたものです。 

著者について 

mailto:Jeff.Levinson@nwcadence.com

